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合 成繊維 製品 を洗浄 する際 の洗剤 におけ るビルダ1.     合 成繊
－ の 配合 効 果 なった。 同
時 に洗浄力の評価方法 について，表 面反射 率から 算出 し

た洗浄効率と， 酸化 鉄の付着量から算出した脱着率の関

係につい て検討を行なった。

2. 汚染布は 精練した木 綿， ポリエステル， ポリプ ロ

ピレンの平 織地をFe,O3 で汚染して用いた。活 性 剤 は

Na-Oleate, S. D. S･,  L.A.S. の三 種を用い，それぞれに

つい て洗剤の配合を次のようにし て 実 験 を 行 なった。

Bo…活性分100%,    B,…活性分25  %,   NaaSC  4-‥75%,

B,･"活性分25%,   STPP25%,   Na2SO450 ％，以 上 ９種の

洗剤につい て， 東洋精機製Scrab-0-Meter による洗浄試

験を行ない， 表面反 射率お よびFe^Os 脱着率から洗浄効

率を求 めた。

3. 総体的 にNa-Oleate の洗浄力が 一 番 高 く，次に

L. A.S･, S.D.S. の順となる。 木綿 はL.  A. S.で も か

なりよい 洗浄効果を示した。

ビルダ ー添加の効果は木綿では顕著にあらわれなかっ

た。疎水性繊維はト リポリ燐酸ソ ーダの添加に より洗浄

力の向上が認められた。殊に ポリエステル繊維は界面活

性剤の使用量を減じても，ビルダーの添加により界面活

性剤単独の効果をうわ まわる洗浄効果を示した。


